
NEJM勉強会 2004  第 12回（６月１６日実施） Bプリント        担当：國島加奈子 
（2000年度田嶋先生作のリバイバル） 

【Problem List】 
 
●現症 

○発熱 
○見当識障害 
○痙攣発作 
○リンパ節腫脹 
○肝脾腫大 
○頻脈 110 
○班点状丘疹様の皮疹 
○下肢の点状出血 
○嘔吐 
○胸骨左縁のⅡ度収縮期雑音 

 
●血算 

○白血球増加（および変動。基準値 4700～8700） 
○好中球減少 
○リンパ球上昇 
○ヘマトクリット低値（39.8～59.8） 
○好酸球増加 
○異型リンパ球 

 
●生化 

○ＬＤＨの軽度増加（基準値２００～４００） 
○ＡＳＴの軽度増加（基準値１１～４０） 
 

●胸部単純Ｘｐ 
○びまん性間質性陰影 
 

●投薬 
○カルバマゼピン 
○フェニトイン 
○アセトアミノフェン 
○イブプロフェン 
○チカルシン 
○クラブラン酸 
○髄膜脳炎の抗生剤 

 


